あの日から、20年 by 納谷,廣美
【特集 1 別府昭郎先生退職記念特集】
あの日から， 20年
納谷康美
故・戸沢充則先生(文学部教授。 1996年4月から 2000年 3月まで学長)が次の学長選挙に
出られるということで，ある人物を通じて，私に一部教務部長に出てもらえないかとの問い合
わせがあり，これに応じる旨の返答をしていたところ，その後間もなくして，いわゆる選対と
いう「場」に来るようにと指示されて出向くことがありました。そこには，日頃はほとんど付
き合いのない先生が多かったこともあり，私は新入社員のように部屋の隅，しかもドア近くに
座って，皆さんの話を聞いていました。そこへ，私より少し遅れて，入室なさろうとする先生
が来られました。入室前に，今思うと大変失礼なことでしたが，当時としては私にとって初対
面の方でしたので何方ですか。中の皆さんの話を聞いてくるので， しばらくお待ちくださ
しリと言ってしまったほどでした。これが，私と別府先生の出会いでした。今から 20年前の
ことです。
戸沢学長体制が， 1996年 4月 1日からスタートすると同時に，別府先生は二部教務部長に
ご就任されました。長尾史郎先生(経営学部教授)が学生部長に，そして一部教務部長に私が
I 就任して，いわゆる三部長を形成することになりました。当時，学圏内は厳しい環境のもとに
あり，われわれ三部長は、およげ!たいやさくん、の歌詞「まいにちまいにちぼくらはてつ
ばんのうえでやかれていやになっちゃうよ」との心境のもと，当時流行っていた歌「だんご
三兄弟Jに摂って，三部長が同心協力のもと「戦場の第一線を守る砦となる」との決意を示す
こともあって，横串で刺された、だんご三兄弟、と自称していました。この時期，学生部と教
務部が一致団結して，学内問題に対応できた要因の一つに， JIJ府先生が二部教務部長にご就任
される前に，高IJ学生部長の職を担っていたという事由があったと思います。また，別府先生の
言葉によると自分は文学部内の第三協議会に所属しており，ここからは陽の当たる(注目
される)要職に就くことができなかった。しかし，これで(自分が二部教務部長に就任してに
ようやく第三協議会所属の先生にも新しい途を拓くことができた」とおっしゃって， 自負と責
任感を強くお持ちでありました。このことも，その原動力の一つになったと思います。
一部教務部長は，職責のーっとして，教職課程等委員会の委員長を兼ねていたことから，同
? ?
委員会にかかわる事項も，和、の職務範囲に入ってい京した。別府先生は，教職の専任教員とし
て長い間ご尽力されてきた先生でしたから，この分野の職務遂行に際して，諸課題について多
種多様な，かっ貴重など助言等をいただきました。とのとともあって，再課程認定や司書教諭
課程の新設などの重要課題を解決できたと思っています。
また，明治大学内の自己点検評価制度の立ち上げと，その実施にあたっても，同様に，別府
先生はこの分野にも造語が深く，貴重な，時には厳し過ぎると思われるほどのご意見もいただ
きました。その他，入試業務その他の業務でも多大など協力を賜ることになりました。この場
をイ昔りて，改めて御礼と感謝を申し上げます。
別府先生と私は， 2期 4年間，教務部長として同じ部屋で過ごしました。その後，私は法学
部長，さらに学長に就いておりますが，この間，どうにか大過なく職務遂行ができましたのも，
別府先生にいつも側面から温かく見守っていただいたことによるものと思います。時に厳しく，
学内の動きなどに照らして，いわば水戸黄門の如く叱費をいただいたこと，今は懐かしく思い
出されます。本当にありがとうございました。
このたび (2016年 3月)，定年退職されるとのこと，おめでとうございます。これからも，
研究者として一層ご活躍されることを期待しています。そのためにも， 、健康第一、にお過ご
しください。今後とも幸多いことを心よりど祈念申し上げます。
(明治大学元学長・元一部教務部長)
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